
※図1・2とも、ベネッセ教育総合研究所「小中学校の学習指導に関する調査2021」（2021年８〜９月実施）を基に編集部で作成。

Ｑ. 1 人 1 台端末を活用した学習指導について、あなたは現在どれくらい実現していると思いますか。

注）小学校教員 2,125人、中学校教員 2,264 人が回答。

一人ひとりの児童生徒の
学習状況に合わせた個別指導

協働的な学習

教員がＩＣＴを活用した
一斉指導

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （％）

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校 20.7 23.6％

3.5 26.5 30.0％

5.9 31.8 37.7％

6.6 32.0 38.6％

31.5 41.8 73.3％

38.4 45.9 84.3％

かなり実現している まあ実現している

2.9

Ｑ. 普段（長期休業期間を除く）、端末をどれくらいの頻度で家に持ち帰らせていますか。

注）１人１台端末を導入済みと回答した小学校 94.2%（2,001人）、中学校 93.7%（2,122 人）のみを分析。
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■ほぼ毎日　■週に３～４回　■週に１～２回　■月に２～３回　■月に１回以下　■全く持ち帰らせていない

小学校

中学校

11.7 1.3 5.0 4.6 18.1 59.1

13.7 1.3
2.9 3.6 12.6 65.9

18.0%

17.9%

（％）

（％）

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用

授業実践事例集
「ＧＩＧＡスクール構想」によって全国の小・中学校でＩＣＴ環境が整備され、2021年度から本格的な端末利用が始まった。

全国の学校や教育委員会は「個別最適な学び」や「協働的な学び」を深めるために、ＩＣＴをどのように活用すればよいのか、

全教員がＩＣＴを効果的に活用するために必要な支援とは何かを検討し、様々な工夫をしている。

本号では、全国の６つの小・中学校の実践事例と、その学校を支援する教育委員会のＩＣＴ活用推進施策を通じて、

子どもの学びを深めるＩＣＴ活用を掘り下げていく。

図１　小学校・中学校での「GIGAスクール構想」の実現度

図２　小学校・中学校での１人１台端末の持ち帰りの頻度
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員のＩＣＴ活用状況について、ベネッセ

教育総合研究所は 2021 年８〜９月、全

国の小・中学校の教員を対象に調査を行った。

１人１台端末を活用した学習指導の実現度＊を

見ると、7 〜 8 割の教員が一斉指導にはＩＣＴ

を活用していた（図１）。一方、「協働的な学習」

でＩＣＴを活用している教員は、小・中学校と

もに４割弱、「一人ひとりの児童生徒の学習状

況に合わせた個別指導」での活用は、小学校

が３割、中学校が２割強にとどまった（図１）。

「協働的な学び」や「個別最適な学び」におい

ても、ＩＣＴを効果的に活用することで、子ど

もの学びが深まるよう、教育委員会には、実践

事例を広めるなどの支援が求められる。

調査の段階で、端末の家庭への持ち帰

りを日常的に行っているのは、小・中学

校とも２割以下だった（図２）。家庭では、ド

リル学習のほか、調べ学習、レポート・発表資

料の作成にも活用されている。端末の持ち帰り

によって、「個別最適な学び」が図られるとと

もに、家庭で調べ学習などの授業準備をする

ことで、授業中に「協働的な学び」を行う時間

を確保しやすくなる。各学校が端末の持ち帰

りを実施しやすくなるよう、教育委員会として

は、モバイルルーターの貸し出しや情報モラル

教育の資料提供などの支援が期待される。

https://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでも、
電子ブックやＰＤＦでご覧いただけます。
　　　　　　　　がついている記事は、
同ウェブサイトで、関連記事や動画をご覧いただけます。
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＊　実現度は、「かなり実現している」と「まあ実現している」の合計。

	3	 事例 1 	東京都  新宿区立富
とみひさ

久小学校

	 	 作品の相互鑑賞で協働学習ソフトを活用
	 	 子どもの思考や表現の幅が広がる
	 	 協働学習ソフト  

	7	 事例 2 	東京都  調布市立布
ふ だ

田小学校

	 	 動画で発表後、授業支援ソフトを活用し、
	 	 低学年から対話的な学びを積み重ねる
	 	 授業支援ソフト  

	11	 事例 3 	京都府  福知山市立日
にっ

新
しん

中学校

	 	 授業中も夏季休業中もデジタルドリルを活用
	 	 学力調査とも連携し、主体的で個別最適な学びへ
	 	 デジタルドリル  

	15	 事例 4 	大阪府  枚
ひらかた

方市立第四中学校

	 	 教科横断でＩＣＴを活用した授業を
	 	 見合い、授業の質を高め合う
	 	 授業支援ソフト  協働学習ソフト

	19	 事例 5 	兵庫県  芦屋市立打
うち

出
で

浜
はま

小学校

	 	 協働学習ソフトで多角的・多面的に
	 	 思考が広がり、学習意欲も高まる
	 	 授業支援ソフト  協働学習ソフト  デジタルドリル  ＩＣＴ支援員  

	23	 事例 6 	福岡県  福岡市立筥
はこまつ

松小学校

	 	 デジタルドリルの学習履歴を基に、
	 	 迅速な授業改善を実現
	 	 デジタルドリル  

下記のマークは、各記事内で活用事例を紹介しています。
授業支援ソフト  協働学習ソフト  デジタルドリル  ＩＣＴ支援員   
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